
多様な主体による 
富田林寺内町の地域資源を
次代に引き継ぐ取組み 

• 有限責任事業組合富田林町家利活用促進機構（LLPまちかつ） 

• 富田林寺内町をまもり・そだてる会 

• じないまちボランティアガイドの会 

• 富田林じないまち農と食と観光まちづくり推進協議会 

• 大阪府富田林土木事務所 

• 富田林市 

• ２０１８年4月7日 

報告者：吉兼秀夫（富田林じないまち農と食と観光まちづくり推進協議会会長） 
 



富田林寺内町及び周辺地域の
位置と概要 
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・寺内町（じないまち） 

 １５６０年ころ興正寺別院を中心とした自
治都市として形成されていた。今も古い
町並みが残り、大阪府で唯一、国の重
要伝統的建造物群保存地区として選定
されている。（平成9年） 

 

 

 

 

・旧杉山家住宅（重要文化財） 

 富田林寺内町の創設にかかわった旧 

 家で、木綿問屋から酒造業を営み発 

 展した。歌人の石上露子の生家。 
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大阪府富田林寺内町及び周辺地域の位置と概要 
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近鉄富田林駅 

安永7年(1778年）の村絵図 
奥谷氏ＨＰより 

 人 口：約12万人 
 近鉄阿倍野橋から：約 30 分 
 東西４００ｍ四方の自治都市 
 現在の人口：約4,000人 
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富田林寺内町 
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平成9年重伝建地区選定による修景 
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成果と実績 
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①じないまち四季物語の開催 

富田林駅南地区まちづくり協議会（2008年） 
じないまち四季物語実行委員会（2013年〜） 

 

正月の初鍋巡り（１月） 春の雛めぐり（3月） 
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第2土曜日 ２０１８年は１月13日 ２０１８年は３月10、11日 



寺内町灯路（８月） 後の雛めぐり（10月） 
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寺内町全体を舞台とする取組み 

2017年は８月２６日 来訪者も製作 
第2土曜日 江戸時代旧暦9月9日に行なわ
れた菊雛から 



②「LLPまちかつ」による空家利活用 
有限責任事業組合富田林町家利活用促進機構 

（２００９年〜） 

寺内町で活動拠点を設けたいという事業主と空
き家や空きスペースの所有者とをマッチング 

ωじないまち文化を理解し愛し育ててくれる方を十分確認した
上でのマッチング（失敗例がない） 

古民家活用事例3軒Ҧ４０軒に 

ω多くの女性店主等が中心となりユニークで手作り感あふれ
る飲食・物販・宿泊等で活動している。 
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アートと工房のまちづくりをテーマに 



マッチング事例 

家具製作店 イタリアンレストラン 
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マッチング事例 

ゲストハウス 茶懐石 
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マッチング事例 

陶工房 パン工房 
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マッチング事例 

整体・アロマ店 和雑貨店 
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③じないまち散歩 
（社）富田林じないまち文化トラスト 

和服が似合うまちづくりの
試み 

ωマッチング事業で来られた女性店
主が中心になり「じないまち散歩」
や「じないまちキモノ散歩」開催 
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和服の似合う町をめざして 
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花嫁道中の実施 和服で訪れる女性客 



和服の似合う町をめざして 
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じないまちキモノ散歩 じないまちの呉服店 



富田林寺内町における地域が主体の観光まちづくり 
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富田林寺内町における地域が主体の観光まちづくり 
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富田林寺内町における地域が主体の観光まちづくり 
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④楽食楽まちじないまち 

富田林じないまち農と食と観光まちづくり
推進協議会が実施している6次産業化プ
ログラム 

ω金剛山の自然や周辺農家の食の地域資源と寺内
町の暮らし文化とを融合した交流プログラム 

ω町家空間をワークショップ会場とする交流プログラ
ムにより寺内町を楽しむ取組み 

ω訪問者数：３万人弱Ҧ５万人程度（現在） 

22 新しい公共の場づくりのためのモデル事業（大阪府H２３ー２４年）の採択がきっかけ 



楽食楽まちじないまち 

ふとん屋でクッションづくり クッションづくり体験 
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楽食楽まちじないまち 

元味醂蔵を改装したカフェでコー
ヒーの淹れ方教室 

町屋を改装した陶工房で、陶芸
体験 
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楽食楽まちじないまち 

富田林の秋味・ナスとキノコを使った保存食をつくるワーク
ショップ  
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富田林寺内町における地域が主体の観光まちづくり 
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アピールポイント 
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寺内町の現状 
寺内町は古民家が立ち並ぶ住宅地           

ω人口流出、建物所有や居住者の高齢化（高齢化率：約40％）周辺商店街の空き
店舗化と寺内町の空家・空きスペース活用した特色ある店舗の立地の同時進行 

住民や商業者、外部からの支援者等、様々な主体の参画 

ω寺内町をまもり・そだてる会：地域のまちづくり団体 

ωLLPまちかつ：空き家等活用を推進する組織 

ωじないまちボランティア・ガイド：地域ボランティア・ガイド団体 

ω富田林市観光協会：市域全体の観光を振興する団体 

ω富田林駅前商店会：既存の商店街振興団体 

ω（一社）富田林じないまち文化トラスト：新たに寺内町で活動する商業者団体 

ω農と食と観光まちづくり推進協議会:寺内町のコミュニティツーリズム推進団体 

女性を中心とした新たな店舗オーナーの出店と移住 

•従来の地域住民と新オーナー等とのコミュニケーションの拡大 
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居住者の高齢化や空き家の進行が進む重伝建地区の維
持・発展を 

従来の「富田林寺内町をまもり・そだてる会」による保存・保
全等の活動に加えて 

通りや町家の屋内空間を能動的に交流の原資として様々な
まちづくり組織が活用し 

資源価値の保護に配慮しつつ新たな暮らし文化を創造して
いくまちづくりに取り組んでいる。 
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富田林寺内町における地域が主体の観光まちづくり 
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日常の暮らしの中に潜む感動 

まちの人とのコミュニケーション 
ワークショップを通した体験 

食を通した古民家体験 

従来の観光資源 四季物語等のイベント 商店街 

まちが積み重ねてきた日常の暮らし文化を体感する観光の展開 
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観光における「図と地」論 

2018/1/６ 31 
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「地」に関心を持つ観光の広がり 

「図」名所型観光 

ωピラミッド、モンサンミッシェル、法隆寺・・ 

「地」価値創造型観光 

ω背景の景色、町・森の雰囲気、地域文化 

ω生活文化、生活環境、環境文化 

ω路地裏のたたずまい、コミュニティ 
2018/1/６ 32 
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今後の展開に重要な要素となる大型町屋の現状 
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《ＬＬＰまちかつにおいて検討が進む大型町屋の例》 
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富田林寺内町における今後の展開方向 
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基本展開方向 

★日常の暮らしの中に潜む感動を来街者に提供する観
光スタイルをつくる 

★大阪市内の観光エリアとつながる取り組みの展開 
★大型町屋の利活用（飲食・宿泊・体験）を進める 
★地域側がグリップを握り観光収入を取組む仕組みを
つくる 

★地域が主体となる観光まちづくりの推進母体の構築 
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